
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■鋼少数主桁橋の概要 

ＰＣ床版を採用することにより、従来の多主桁形式（主桁間隔３ｍ程度以下）から主桁間隔

６ｍ程度とし、少数主桁形式とする橋梁です。 

 

■少数主桁橋におけるメリット 

①部材数を減らすことにより、製作・運搬・架設等の作業の省力化による省コスト化を実現

し、コスト縮減を図ることができる。 

②鋼重を低減することになり、下部工部分への負担を軽減できる。 
 

下図に少数主桁橋の概略モデルを示します。 

 

従来型の多主桁形式       少数主桁形式 
■設計実施例 

下図は、当社の設計により少数主桁橋とした橋梁の断面図です。 
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◆橋：鋼少数主桁橋の設計 
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分野：コスト縮減
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